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わらず戦況が芳しくないのを嘆いていると、夢中に八幡大菩薩が現れる場面である。国会図書館本では、目をつむり微睡む人物の側に「ともながゆめのうち」と記されている。一方、服部本では「ともなが」 「よしとも なっている【図版参照】 。この場面には画面右手に義朝と朝長が甲冑姿で登場しているが、左手には微睡む義朝が描かれ、異時同図となっている。衣装や袖印 二人を明らかに描き分けている上、物語の展開上も微睡むの 義朝である。つまり、両書の違いは義朝の絵を「ともなが」 た誤りを正したことにより生じたということである。これは鱗形屋が一度正月の新板として初摺本を刊行した を、板木に一部入れ木をし 再摺本を刊行したことを意味す
（注五）
。つまり、
青本体裁に紅・白の絵外題 付した服部本の装丁 、そが再摺 としての刊行であったこ を示しているのである。　
服部本の表紙に用いられている料紙は、鱗形屋が二枚題
簽の様式を使用した明和期ごろ 初摺 確定 きる伝本の青本表紙に比べて、色の黄味が薄く 紙質も異なる印象を受ける。このこともまた、服部本 初摺 新板では く、初摺よりも下った時期に刊行されたことを示し ものと考えられ　『
源氏重代
友切丸』は、鱗形屋板と鶴屋による求板本を合わせ
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